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１．問題の所在
　布留遺跡からは、22 点の紡錘車が出土している。これらの紡錘車は、古墳時代の５世紀から６世紀までのものである。これまで布留遺跡における紡錘車については研究がなく、奈良県内全域に広げてみても
古墳時代の紡錘車の特に集落遺跡に関する研究はほとんどない（小林他 2022）。ここでは、将来検討すべき課題が多いが、本遺跡は畿内中枢の一大拠点であり、本遺跡の紡錘車の実態把握は地方の古墳時代紡
錘車研究に与える影響は大きいと考え、基礎的な情報を中心に報告することにする。

表 1　布留遺跡出土紡錘車一覧

※ ［ ］は報告書掲載値、（ ）は残存値を示す

図 1　紡錘車形態分類

図 3　布留遺跡出土紡錘車 ⑵
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図 2　布留遺跡出土紡錘車 ⑴
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図４法量分布

２．布留遺跡出土紡錘車の特徴
（１）素材　

　本遺跡出土の紡錘車の素材は、滑石製品 14 点、緑泥石製品
３点、土製品３点、鉄製品１点である。奈良県内の古墳時代の
紡錘車の集成作業（小林他 2022）をもとに素材の種類ごとの
遺跡単位での保有数をみると、大きく石製品優勢タイプ、土製
品優勢タイプの２つに分類できる。布留遺跡は石製品優勢タイ
プで、遺跡全体での土製品の保有率は極めて低い。奈良県内の
他の集落遺跡では、中期の御所市南郷遺跡群（９遺跡で総合）
で石製品４点・土製品５点・鉄製品１点と土製品がやや多い。
一方、中期の橿原市新堂遺跡では石製品１点・土製品４点の構
成をなし、中期から後期にかけての橿原市曽我遺跡では石製品
４点という構成例で遺跡ごとに素材の種類の保有構成のあり方
が異なる。これは有力豪族ごとに独自の紡錘車を使用し布生産
が行われたことを示している。

（２）出土点数　

　奈良県において１遺跡で４点以上出土している遺跡を抽出す
ると、中期の新堂遺跡で５点、中期から後期の曽我遺跡で４点、
後期の谷遺跡で４点である。このように奈良県では、古墳時代
の集落遺跡から紡錘車が多数出土する例は極めて少ないのが実
態である。こうしたなか、布留遺跡では古墳出土例を除くと
19 点と最も多く紡錘車を出土している。古墳時代後期におい
ては、布留遺跡は大和における布生産において専業的で中心的
な生産拠点であったと考える。

（２のつづき）
（３）法量　

　図４は長径×厚さ、長径×重量の散布図である。両図で明らかで
あるのは、素材ごとの明確な差異である。両図ともに石製（滑石製品・
緑泥石製品）と土製品、木製品のそれぞれの散布状態は分離可能でそ
れぞれにある程度まとまる傾向がある。そして細かく見れば、まず厚
さの面で石製品は薄く、土製品は厚いことが指摘でき、そして重量の
面でも土製品の方が石製品よりも総じて重い。

（４）算盤玉形タイプ

　断面形状において厚みのある算盤玉形のⅣaは、日本列島における
初期型は伽耶系、ないしは百済系のものが北部九州など西日本各地で
５世紀代に見られるようになる。これらはいずれも韓半島系のものが
起源であり、これが起点となりその派生形態、もしくは前期以来の形
態が影響を受けて変容した可能性のある厚みのあるⅣbやⅢd、Ⅲcが
生まれたと考える。

（５）大和の古墳時代後半期における紡錘車の特徴

　石製紡錘車は概ね前期以来の石製品の形態を踏襲し中期に主力と
なった紡錘車であり、算盤玉形系に連なる土製品は韓半島系の系譜お
よびその影響を受けたか変容したものであろう。古墳時代の地方では、
前期に土製品が主体で中期になると石製品主体となって土製品がほと
んど用いられない地域もある。これに対して中期以降の奈良県では、
土製品の方が主体となる遺跡もあり、そこでは半島系の強い関与を受
けていた。これが大和の古墳時代紡錘車の特徴である。

３．紡錘車の布留遺跡内における分布
　本遺跡内の地区ごとの紡錘車の出土分布傾向は、布留川を境として三島（里中）地区と杣之内（樋ノ下・ドウドウ）地区を中心に
した南北の様相が注目された。北側の三島（里中）地区を中心とするエリアでは、まず三島（里中）地区西で石製品３点と木製品１点、
三島（里中）地区東で石製品１点と土製品１点、三島（三島神社・鏡池）地区で石製品２点、豊井（打破り）地区で石製品１点、布留（堂
垣内）地区で石製品１点がそれぞれ出土している。これらのうち、三島（里中）地区東は鍛冶・馬具・馬匹に関わるエリアである。
一方南側では、杣之内（樋ノ下・ドウドウ）地区で石製品３点、布留（西小路）地区で石製品３点、杣之内（赤坂）地区で石製品
１点が出土している。杣之内（樋ノ下・ドウドウ）地区は、鍛冶や玉作りといった生産域に相当する。

　このような紡錘車が出土した地区は生産域に推定されており（中久保 2020）、鉄器や玉類の生産が行われていたと考えられており、
生産域と重なって紡錘車がやや多く出土するということは、紡績に関わる生産が同所で行われていたことを示している。こうした
紡錘車による紡績生産は、おそらく布の生産の他、各種工具類や武器武具類などに用いる糸などに多用されたと考える。以上のよ
うな様相からみて、古墳時代後期の布留遺跡では紡錘車は布生産や紡いだ糸を武器・武具などにも用い、専業的に行わ、大和なか
でも中心的な生産拠点であったと考える。
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図５　絵画をもつ紡錘車

図６　大和の主要遺跡出土紡錘車

図７　布留遺跡出土紡錘車の分布
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